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教 職 課 程 セ ン タ ー の 役 割 
～  「学び続ける教師」を目指して  ～ 

 

今日２月１０日は，「封筒の日」（ふう＝２，とう＝１０）だ

そうです。封筒は，日常生活の中で手紙を書いて送る際に使う

ことが多いですね。学生の皆さんの場合，相手とのやり取りは

手紙よりもメールやＳＮＳが中心になると思いますが，時には

手紙を書いて封筒に入れて送ってみてはいかがでしょう。送る

側も受け取る側も特別感が味わえてうれしいものです。 

 

さて，本年度の４年生の皆さんは２０名近くが教員採用試験に臨んで，好結果を出しました。

コロナ禍の影響で，非対面型の講座が中心でしたが，筆記試験対策，面接などの人物試験対策に

継続して，粘り強く取り組んだ努力が実を結びました。教師を目指した全員が先週末までに採用

内定を受け，この４月から教諭や講師として教師の道を歩み始めることになりました。４年生の

皆さんに大きな拍手を贈りたいと思います。 

今週から，「『学び続ける教師』養成講座～筆記試験対策～」がスタートしました。講座に積極

的に参加したり，配信資料を十分に活用したりして，計画的，そして効率的・効果的に教員採用

試験一次選考に向けた準備を進めていきましょう。 

 

教職課程センターでも，特に次の４点を重視し，教師を目指す学生の皆さんの支援やアドバイ

スに当たるという役割をしっかり果たしていきたいと考えています。 

（１）教職を目指す者としての志を高め，気構えを創ること 

（２）他とのかかわりを通して，自己肯定感をさらに高めること 

（３）教員採用試験１次を通過できる基礎力を定着，伸長させること 

（４）教職に対する抱負・課題意識を明確にもつと共に，社会人・組織人としての 

基礎を養うこと 

 また，学校現場で求められる「学び続ける教師」ということについても皆さんと一緒に考えな

がら，その基礎を築くことも目標にしていきたいと考えます。 

 参考までに，「学び続ける教師」とは，中央教育審議会答申「これからの学校教育を担う教員の

資質能力の向上について～学び合い，高め合う教員養成コミュニティの構築に向けて～」（2015 年

12 月 12 日）において提言されたもので，次のように示されています。 

これまで教員として不易とされてきた資質能力に加え， 

（１）自律的に学ぶ姿勢を持ち，時代の変化や自らのキャリアステージに応じて求めら 

れる資質能力を生涯にわたって高めていくことのできる力 

（２）情報を適切に収集し，選択し，活用する能力や知識を有機的に結びつけて構造化 

する力 

 【裏面に続きます】 



（３）アクティブ・ラーニングの視点からの授業改善，道徳教育の充実，小学校におけ 

る外国語教育の早期化・教科化，ＩＣＴの活用，発達障害を含む特別な支援を必要 

とする児童生徒等への対応などの新たな課題に対応できる力 

（４）「チーム学校」の考えの下，多様な専門性を持つ人材と効果的に連携・分担して， 

組織的・協働的に諸課題の解決に取り組む力 

  教員の大量退職や，３５人学級が全学年に拡大される方向が示されたことで，この先の数年は

教員採用試験の倍率は低い傾向で推移すると予想されます。数字的には，「教員になりやすい」と

いうことになりますが，教員数確保のために採用する教員の質を下げることはありません。   

それは，教師という仕事が子供一人一人の命と未来を預かる仕事であり，教師には子供を取り

巻く環境が複雑化・多様化する中で様々な課題への対応に高度な専門性が求められるからです。 

言い換えれば，教師になりやすい傾向にはありますが，高度な専門性を常に身に付けつつ，教師

であり続けることには相当な努力と研鑽が求められるということです。前述した中教審答申にも

ある「学び続ける教師」という考え方は，この状況を反映したものです。 

 こうしたことから，今週始まった「『学び続ける教師』養成講座」は，教員採用試験を突破して

教師になることに加え，教師であり続けるための基礎を学ぶことにもねらいを置いています。                                               

努力して，せっかく教師になったのに，１年目で離職する新任教員も全国的に増えています。

学級経営でのつまづき，組織の一員としての自覚の弱さ，保護者や地域住民との関係づくり等が

離職の要因だと言われます。教師になった後，教師であり続けていくために何を学んでいけばよ

いのか，「学び続ける教師」の素地をどう身に付けるかについて，講座などを通して皆さんと一緒

に考えていきたいと思います。        （教職課程センター 特任教授 佐藤 佳彦） 

  

 

 来週の講座の予定は次の通りです。すでに配付してある「教職課程センター１・２月予定」

と変更になることがありますから、必ずセンターだよりで翌週の予定を確認しましょう。 

【養成講座への参加方法について】 

  （１）各養成講座の前日までに，「教職課程」を履修している２年生・３年生にＺＯＯＭ配信

用ＩＤとパスワードをキャンパスメイトでお知らせします。講座で使う資料（ＰＤＦ）

があれば，そのメールに添付して送ります。 

（２）各養成講座の開始時刻に間に合うように参加し，受講してください。 

（３）各養成講座の時間は６０分間です。 

    ※２限目の養成講座は，１０：３０～１１：３０の予定で実施します。 

      ※３限目の養成講座は，１２：５０～１３：５０の予定で実施します。 

      ※４限目の養成講座は，１４：３０～１５：３０の予定で実施します。 

  （４）週１回配信するステップアップシートは，国語や数学などを中心にした自学用のプリ 

ントです。活用してください。 

来週の養成講座予定 


